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今月の
当社製三連式及び卓上カレンダーでお楽しみ下さい。

当社製三連式カレンダー

※詳しくはカレンダーをご覧ください。

当社製卓上カレンダー

お好み品
プレゼント券

カラー製品に
夢を
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フォントにまつわる
ホントのはなし
今回はPOP体のお話をします。POP広告
に用いられることからこの名がついたも
ので、手書き風のかわいい書体等が該当
します。手書き風の崩した書体ですので、
文字の小さい箇所や長い文章に使用する
には不向きです。これらの書体はそれ自
体に目を引くインパクトが有り、だからこ
そ使い所には注意が必要です。紙面の印
象を左右するタイトルや見出し部分で効
果的に使ってこそのPOP体なのです。

その3

DFPOP1体

ポポ
文字の小さい箇所や長い文章に使用する

紙面の印
象を左右するタイトルや見出し部分

には不向き

キリギリス

ポ
ブラッシュSQ

ポ
DF角POP

ポ
ひま字

＋ ＋
デジタルオンデマンド印刷で新しい可能性を提案いたします。

短納期対応
急な“困った”にも対応します!

小ロットカラー製品
印刷部数の少ないカラー製品の

低価格化を実現!

バリアブル印刷
（宛名印刷）

宛名の手書き、ラベル貼りはもう不要！

伊那谷の風物詩

有限会社 丸木屋商店
住　　所■ 〒395-0076　飯田市白山町3丁目南1-1　
電　　話■ 0265-22-0916
Facebook■ Marukiya Iida
営業時間■ 平日：10時～19時　日曜：12時～18時
　　　　　 祭日：10時～18時 〈元旦休〉

お客様 問訪

こ
だ
わ
り
の
製
品Pick U
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の
年
中
行
事
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春
の
行
事

春
はる

の彼
ひ

岸
がん

　春分の日（３月20日もしくは21日）を中日とする３月18日～24日は春の彼岸です。先祖
ぞ

を敬
うやま

いお墓
はか

をそうじして墓参りをします。

ご先祖様を供
く

養
よう

　初彼岸の家では、親族が集まり仏
ほとけ

さまを供養しました。ぼたもち（きな粉、あんこ、ごま）、天ぷらまんじゅうをおそなえし、うどんなども作り、振
ふ

る舞
ま

いました。
　花のない時期のため、川端

ばた

に植えられたネコヤナギをお墓や仏
ぶつ

壇
だん

などにおそなえしました。

　出
いず

原
はら

甘
あま

酒など）を持っていくと、お返しにぼたもちをいただいて帰るということもあったようです。

彼岸の粉ひき『熊
くま

谷元一白寿
じゅ

記念写真集』より（昭和12年）

【材料】
・天ぷら用まんじゅう…… 適宜・天ぷら粉………………… 適宜・塩………………………… 少々・酒………………………… 適宜①衣を薄めに作る。（ダマがあっても良い。あまりかき混ぜすぎないようにする）衣に塩を入れる。②衣の中にまんじゅうを入れ、（大きいまんじゅうは半分に切る）中温（120℃）の油でカラリと揚げる。【作り方のコツ・応用】
・天ぷら粉をとく時に、水のかわりに酒を使うと、時間がたっても固くならない。

天ぷらまんじゅうの作り方天ぷらまんじゅ

　
　仏教で、悟

さと
りの境界、涅

ね

槃
はん
の境界に至ることを「彼岸」といいますが、庶

しょみん
民の中では季節が変わる節目のひとつで、春分・秋分の日前後7日間をいいます。先祖をおまつりし、お彼岸の間にお墓参りをし、仏壇に毎日、精進料理やもち、団子などをおそなえします。「暑さ寒さも彼岸まで」との言葉が示すように、彼岸は季節の移り変わりを教えてくれます。

彼岸とは

天ぷらまんじゅう

にぼたも
ったよう

ぜ

に

が
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ひな祭
まつ

り

　五節句
く

の一つで、３月３日上
じょう

巳
し

の節句とも言います。女の子の幸せ、成長を祈
いの

ってひな壇
だん

を設
もう

けてひな人形を飾
かざ

るお祭りです。　高森町では月おくれの４月３日、おひな様をかざり、親戚
せき

を招
まね

き内祝いをしてヨモギを摘
つ

んで草もちをつきました。
　菱

ひし

もちにして、甘
あま

酒などをひな壇にそなえ、親戚、家族に振
ふ

る舞
ま

いました。

おひな様に願う
　おひな様は、お嫁

よめ

さんの実家からは内
だい

裏
り

びなが、仲
なこうど

人からは随
ずいしん

身びなが、そして兄弟姉妹からは五人ばやしやそのほかのひな人形を贈
おく

る習慣
かん

があったようですが、その家によって違
ちが

いました。
　下市田では、この節句が近づくと、かご屋さんが、色もようの付いた小さな花魚

び

籠
く

を売りに来るのでそれを買ったり、別の店で買ったりして魚籠を用意し、日当たりのよい土手などでヨモギを摘みました。そして、摘み集めたヨモギを使って草もちをつきます。この

草もちと別に白い普
ふ

通のもちと合わせて、大きなひし形の重ねもちにし、それを持ってお嫁さんや新
しん

婚
こん

夫
ふう

婦
ふ

が実家へあいさつに行くようにしていました。
　おひな様は女の子が大きくなるまで飾られるのですが、早く飾って節句が済

す

んだら早く片付けないと娘が縁
えん

遠くなる、といわれていました。

高森百年の写真史より「四月節句　ひな祭り」

ひな祭りで使う植物植物

春
の
行
事

平成10年頃のひな祭り

【材料（30個分）】・うるち米粉…4カップ・もち米粉…1カップ・熱湯…約2カップ・ヨモギ…300ｇ・小豆あん…1kg・重曹…小さじ2・塩…少々・きな粉…適量①ヨモギは若葉を摘み取り、たっぷりの湯に塩少々を入れてゆでる。煮立ったところで重曹を入れ、ヨモギが鮮やかな緑色になったら水にとり、アクを抜く。水気をしぼり、細かく切った後、すりこぎでよくたたいておく。②うるち米粉と、もち米粉をよく混ぜ合わせたものを、熱湯で耳たぶくらいにこねて、ひとにぎりずつちぎる。ぬれ布きんを敷いた蒸し器で、約15分くらい蒸す。③②に①を混ぜ、しっかりとこねる。④あんを個数に丸めておき、③に包み、一個ずつきな粉をまぶす。【作り方のコツ・応用】
・もち米粉を入れることで、ひと味違ってくる。

草もちの作り方草もちの作り方

第335号

平成 30 年 3月20日発行

▼
３
月
も
半
ば
を
過
ぎ
、
だ
ん
だ
ん
暖
か
い
日
が
続
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
桜
の
ニ
ュ
ー
ス
も

出
る
様
に
な
り
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。
で
す
が
、
毎

年
こ
の
時
期
に
な
る
と
花
粉
症
に
悩
ま
さ
れ
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
日
本
で
は
、
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
、
イ
ネ
、
ブ
タ
ク
サ
、
ヨ
モ
ギ
な
ど
約
50
種
類
の

植
物
が
花
粉
症
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
花

粉
が
鼻
か
ら
侵
入
す
る
と
外
に
出
し
た
り
体
内
に
入

り
に
く
く
す
る
為
の
生
体
防
御
反
応
と
し
て
「
く
し
ゃ

み
、鼻
み
ず
、鼻
づ
ま
り
」
が
現
れ
ま
す
が
、ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
っ

て
そ
れ
ら
が
過
剰
に
な
る
の
が
花
粉
症
の
症
状
で
す
。
対
策
と
し
て
外

出
時
に
マ
ス
ク
や
メ
ガ
ネ
を
使
っ
た
り
、
洗
顔
や
う
が
い
を
し
た
り
と

色
々
あ
り
ま
す
。
暖
か
く
な
り
外
に
出
た
く
な
る
こ
の
季
節
…
花
粉
と

の
戦
い
は
長
く
な
り
そ
う
で
す
。

瑞光院のしだれ桜（阿南町）

　

春
の
訪
れ
を
知
ら
せ
る
桜
の
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

長
野
県
に
は
有
名
な
高
遠
城
址
公
園

の
他
桜
の
名
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
し
、

桜
前
線
の
気
ま
ぐ
れ
に
も
す
ぐ
に
対
応

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

長
野
県

は
そ
の
土
地
柄
、
地
域
に
よ
っ
て
気
温

差
が
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
移
動
す
る
だ
け

で
も
開
花
の
ピ
ー
ク
が
違
い
色
々
な
桜

を
楽
し
め
ま
す
。
し
か
し
場
所
に
よ
っ

て
は
観
光
専
用
で
は
な
い
所
も
あ
り
ま

す
の
で
、
周
り
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

　

数
週
間
と
短
い
期
間
で
す
の
で
、
お

気
に
入
り
の
場
所
、開
花
時
期
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
満
開
の
桜
を

楽
し
ん
で
下
さ
い
。

飲
食
酒
文
化
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
と
し
て

　

有
限
会
社　

丸
木
屋
商
店

　

有
限
会
社　

丸
木
屋
商
店  

様様

今
回
の
訪
問
先
は
、
南
信
州
の
全
域
に
渡
り
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
、
本
格
焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、

リ
キ
ュ
ー
ル
等
有
名
銘
柄
か
ら
地
元
農
産
物
を
使
っ
た
お
酒
や
、
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
商
品
ま
で

数
多
く
取
り
揃
え
て
い
る
丸
木
屋
さ
ん
で
す
。

　

飯
田
市
を
中
心
と
し
て
南
は
阿
智
村
、
そ
し
て

北
は
箕
輪
ま
で
飲
食
業
の
皆
様
へ
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
商
材
を
提
案
し
商
品
を
納
品
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。
店
舗
内
は
ワ
イ
ン
、
日
本
酒
、
本
格

焼
酎
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
リ
キ
ュ
ー
ル
各
種
、
ジ
ン
、

ウ
ォ
ッ
カ
、
テ
キ
ー
ラ
な
ど
飲
食
店
様
向
け
の
商
材

を
幅
広
く
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
マ
ニ

ア
ッ
ク
な
商
材
も
有
り
ま
す
。
現
在
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｇ
Ｌ
Ｅ

の
イ
ン
ス
ト
ア
ビ
ュ
ー
で
も
店
内
を
覗
く
事
が
出
来

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
せ
。

　

ま
た
地
元
の
農
産
物
を
使
っ
た
、
本
格
焼
酎
や

清
酒
、
ワ
イ
ン
も
取
り
揃
え
て
お
り
、
生
産
者
の

皆
様
の
声
の
息
吹
を
感
じ
る
事
が
出
来
ま
す
。
ま
た

商
品
に
携
わ
る
方
々
の
情
熱
や
お
話
な
ど
を
数
多
く

の
現
場
へ
赴
き
、南
は
沖
縄
の
泡
盛
蔵
元
さ
ま
の
声
、

北
の
大
地
で
培
っ
た
『
マ
ッ
サ
ン
』
で
有
名
に
な
っ

た
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
余
市
工
場
な
ど
の
他
に
全

国
各
地
の
酒
蔵
さ
ん

焼
酎
蔵
さ
ん
、
ワ
イ

ナ
リ
ー
な
ど
の
他
に
、

国
外
で
は
韓
国
の

マ
ッ
コ
リ
工
場
、
中

国
紹
興
酒
の
生
産
者
、

台
湾
の
ウ
イ
ス
キ
ー

工
場
な
ど
訪
問
し
実

際
の
目
で
見
て
、
よ

り
多
く
の
皆
様
へ
少

し
で
も
ア
ル
コ
ー
ル

こ
だ
わ
り
の
商
品
を
お
客
様
に

を『
国
や
地
域
の
飲
食
酒
文
化
と
し
て
発
信
し
た
い
』

想
い
を
伝
え
る
べ
く
〜
飲
食
酒
文
化
の
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
〜
と
し
て
社
員
一
同
が
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
様
の

皆
様
の
笑
顔
を
想
像
し
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
る

会
社
で
す
。
創
業
も
１
９
２
５
年
よ
り
生
鮮
業
と
し

て
創
業
し
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
と
共
に
業
種
変
化
し
、

現
在
の
酒
類
業
務
用
卸
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
ぴ
り
、
専
門
家
的
な
商
品
や
変
わ
っ
た

ア
ル
コ
ー
ル
関
係
の
商
材
を
お
探
し
の
方
は
是
非

一
度
ご
来
店
く
だ
さ
い
ま
せ
。
ま
た
飲
食
業
の
お
客
様

で
何
か
お
酒
の
販
売
に
関
す
る
ご
相
談
が
有
り
ま
し

た
ら
お
申
し
出
下
さ
い
ま
せ
。
微
力
な
が
ら
皆
様
の

御
力
添
え
を
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
高
森
町
歴
史
民

俗
資
料
館
様
が
制
作
し
ま
し
た
「
子
ど
も
に

伝
え
た
い　

高
森
町
の
年
中
行
事
」
で
す
。

　

主
に
小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
生
を
対

象
と
し
て
い
て
、
古
く
か
ら
高
森
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
年
中
行
事
を
多
く
の
写
真
や
イ
ラ

ス
ト
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
大
人
が
見
て
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
る

年
中
行
事
が
懐
か
し
さ
と
共
に
よ
み
が
え
り
、

そ
の
意
味
す
る
こ

と
や
季
節
の
移
ろ

い
を
確
か
め
な
が

ら
手
元
に
置
い
て

お
き
た
い
と
思
う

一
冊
で
す
。


